
　
高
齢
者
に
と
っ
て
、
日
常

生
活
自
体
が
容
易
で
な
く
な

る
だ
け
で
な
く
、
多
く
の
困

難
を
抱
え
て
い
る
。
医
療
を

受
け
る
た
め
の
マ
イ
ナ
保
険

証
の
利
用
、
自
動
車
運
転
免

許
証
返
納
後
の
交
通
手
段
の

確
保
、
詐
欺
被
害
な
ど
か
ら

身
を
守
る
こ
と
、
年
金
収
入

だ
け
で
は
追
い
つ
か
な
い
物

価
高
へ
の
対
応
な
ど
、
い
く

つ
も
の
課
題
を
抱
え
て
い
る

▼
転
居
時
の
部
屋
探
し
も
苦

労
の
一
つ
。
単
身
高
齢
者
は
、

年
齢
や
収
入
、
保
証
人
の
有

無
な
ど
を
理
由
に
断
ら
れ
る

こ
と
が
多
い
た
め
だ
。
大
家

側
に
と
っ
て
、
家
賃
滞
納
や

孤
独
死
、
遺
さ
れ
た
家
具
な

ど
の
処
理
費
用
が
大
き
な
負

担
と
な
る
▼
高
齢
者
の
入
居

先
が
見
つ
か
ら
な
い
課
題
を

解
消
す
る
た
め
に
、
２
０
１

７
年
に
は
、
居
住
支
援
法
人

に
よ
る
経
済
的
な
支
援
な
ど

を
柱
と
す
る
「
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
住
宅
」
の
登
録
制
度

が
始
ま
っ
た
。
今
年
秋
か
ら

は
、
高
齢
者
な
ど
の
居
住
者

へ
の
見
守
り
・
サ
ポ
ー
ト
が

あ
る
賃
貸
住
宅
「
居
住
サ
ポ

ー
ト
住
宅
」
制
度
が
始
ま
る

▼
単
身
高
齢
者
世
帯
は
、
２

０
３
０
年
に
全
国
で
約
９
０

０
万
世
帯
、
北
海
道
内
で
は

約
42
万
世
帯
に
及
ぶ
見
通
し

で
あ
る
。
少
子
高
齢
化
社
会

を
迎
え
て
、
自
助
や
共
助
だ

け
で
は
限
界
が
あ
る
。
公
助

の
一
層
の
充
実
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。　
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ブラックマンタ
札幌支部
さっぽろ香雪病院

野田　順子

　　　

会
長

橋
本
　
透

暑
中
お
見
舞
い

　
　
　
申
し
上
げ
ま
す

一
般
社
団
法
人 

北
海
道
保
険
医
会

　もちろん、アクアマンの宿敵ではない方です。石垣島でのダイビングでマンタをよく
見かけますが、お腹まで黒い「ブラックマンタ」を見ることはありません。軟骨魚類の
中でメラニズムによって黒くなるのはマンタだけとされ「ブラックマンタ」は世界的に
希少とされていますが、高確率で遭遇できるという情報のもとやっと会うことができ
ました！！そこは日本から直行便で約９時間南へ飛んだ先、天国に一番近い島ニュー
カレドニア。

　

会
員
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃
よ

り
本
会
の
活
動
に
格
段
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
場
を

お
借
り
し
て
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
る
５
月
31
日
に
開
催
い
た
し
ま
し
た
第
13
回

代
議
員
総
会
に
は
、
多
く
の
会
員
お
よ
び
来
賓
の

先
生
方
に
ご
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
総

会
に
お
い
て
ご
推
薦
を
賜
り
、
会
長
職
を
１
期
２

年
継
続
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

医
療
情
勢
が
厳
し
さ
を
増
す
中
、
改
め
て
そ
の
重

責
に
身
が
引
き
締
ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
会
は
広
大
な
北
海
道
に
お
け
る
会
員
の
皆
さ

ま
に
向
け
て
事
業
を
展
開
す
る
目
的
も
あ
り
、
現

在
17
の
支
部
が
そ
れ
ぞ
れ
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
５
月
に
は
苫
小
牧
支
部
に
お
い
て
歯
科
会
員

を
迎
え
、
医
科
歯
科
一
体
の
支
部
と
し
て
再
出
発

を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
函
館
地
区

支
部
で
は
今
月
３
日
に「
口
腔
ケ
ア
と
リ
ハ
ビ
リ
」

に
関
す
る
講
演
会
を
開
催
し
、
支
部
会
員
や
職
員

の
皆
さ
ま
に
有
用
な
情
報
を
提
供
し
、
講
演
内
容

は
現
在
、
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信
で
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
以
降
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
事
業

は
好
評
を
博
し
て
お
り
ま
す
が
、
役
員
や
会
員
同

士
の
顔
が
見
え
づ
ら
い
と
い
う
声
も
あ
り
、
今
年

度
は
対
面
で
の
事
業
再
開
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
医
療
機
関
の
経
営
状
況
は
か
つ
て
な

い
ほ
ど
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。
昨
年
度
の

診
療
報
酬
改
定
は
６
回
連
続
の
マ
イ
ナ
ス
改
定

と
な
り
ま
し
た
。
本
体
部
分
で
は
０
・
88
％
の

プ
ラ
ス
と
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
中
身
は
ベ
ー

ス
ア
ッ
プ
評
価
料
な
ど
で
あ
り
、
事
務
負
担
が

大
き
く
、
医
療
機
関
の
経
営
改
善
に
は
全
く
寄

与
し
な
い
内
容
で
し
た
。
さ
ら
に
、
急
激
な
物

価
高
が
収
支
を
悪
化
さ
せ
て
お
り
、
水
道
光
熱

費
の
み
な
ら
ず
、
医
療
材
料
も
高
騰
し
て
い
る

た
め
、
手
術
や
処
置
を
行
う
ほ
ど
赤
字
が
膨
ら

む
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
医
療
・
介
護
業
界
に
お
け
る
人
材
不
足

も
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。
業
務
内
容
は
ハ
ー
ド
で

大
き
な
責
任
を
伴
う
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
民
間
に

比
べ
て
給
与
水
準
が
低
い
た
め
人
材
が
集
ま
り
に

く
く
、
人
材
紹
介
会
社
や
外
国
人
労
働
者
に
依
存

せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
が
、
費
用
面
で
も
大
き
な

負
担
と
な
っ
て
い
ま
す
。
石
破
首
相
は
６
月
、
通

常
国
会
閉
会
後
の
記
者
会
見
で
「
医
療
の
公
定
価

格
の
引
き
上
げ
」
に
言
及
し
ま
し
た
が
、
７
月
の

参
議
院
選
後
も
果
た
し
て
総
理
を
続
け
ら
れ
て
い

る
で
し
ょ
う
か
。

　

も
う
こ
れ
以
上
、国
や
財
務
省
が
行
っ
て
き
た
、

医
療
従
事
者
や
国
民
を
蔑
ろ
に
し
た
社
会
保
障
費

の
削
減
や
自
己
負
担
の
増
加
を
看
過
す
る
こ
と
は

断
じ
て
で
き
ま
せ
ん
。
本
会
は
微
力
で
は
あ
り
ま

す
が
、
道
民
や
医
療
者
の
皆
さ
ま
の
た
め
に
、
よ

り
良
い
保
険
診
療
の
実
現
に
向
け
て
一
層
の
活
動

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
会
員
の
皆
さ
ま
の
更
な
る
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

銷夏特集号
〔
事
務
局
休
務
の
お
知
ら
せ
〕

８
月
14
日（
木
）・15
日（
金
）

は
事
務
局
を
休
務
い
た
し

ま
す
。

のだ じゅんこ

橋本 透
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副会長　重枝　朗
重枝歯科医院

　第13回代議員総会で推薦をいただき、その後の臨時理事
会にて副会長を拝命致しました。本会では2005年から4期
8年副会長、その後6期12年監事を務め、今期から副会長

に復帰いたしました。
　国の長年にわたる低医療費政策、拙速に進める医療DXに加えてコロナ禍
や未曾有の物価高騰の影響から、医療を取り巻く環境はより厳しさを増して
います。
　監事から副会長へと立ち位置は変わりましたが、保険医会の目的である
「道民の健康を守るため保険医療の改善をめざし、合わせて保険医の生活安
定の実現」に職責を果たして参ります。会員各位のご理解とご支援をお願い
いたします。

役員就任のご挨拶

理　事　池田　博
池田内科

　このたび、北海道保険医会の理事を拝命しました、医療
法人社団池田内科の池田博と申します。
　札幌市北区新琴似にて、父・池田憲彰の跡を継ぎ診療を

行っております。
　札幌医科大学消化器免疫リウマチ内科から留学を経て道民医療推進学講
座、血液内科に所属しておりました。
　安井隆弘先生、北村三穂先生、近祐次郎先生から北区支部の会合後に保険
医会についてお話を伺い「勉強になるからやってみてはどうか」とのお勧め
をいただき、理事にご推薦いただきました。
　医療政策や保険点数などについて学んでいければ幸いです。
　どうぞご指導ご鞭撻のほど、よろしくお願い申し上げます。

理　事　尾形　和泰
黒松内町国保くろまつないブナの森診療所

　このたび、新しく理事を拝命しました尾形と申します。
　1989年、旭川医科大学卒業で、3月までは勤医協札幌病
院の病院長を務めていました。この4月からは黒松内町国保

くろまつないブナの森診療所の所長をしております。眼科や腎臓内科をしてい
た時期もありますが、2004年の初期臨床研修制度開始の前から総合診療医と
して研修システムの構築や研修指導、総合医としての診療を行ってきました。
　最近ではLong COVID（いわゆるコロナ後遺症）や健康の社会的決定要因、
ヘルスプロモーションなどに興味をもって診療・活動しています。北海道民
の公正な医療やヘルスプロモーションに役立てるよう努めたいと思いますの
でどうぞよろしくお願いいたします。

理　事　日下　卓右
わがつま小児科

　石狩市のわがつま小児科に勤務する日下卓右と申しま
す。
　橋本透会長のお導きにより、このたび理事を拝命しまし

た。
　コロナ禍から5類移行後とダイナミックに変化する小児科医療に、微力な
がら取り組んでまいりましたが、小児に限らず、医療全体を取り巻く環境も
激動の渦中にあることを、石狩市花川からもひしひしと感じているところで
す。
　すでに広報部、審査対策部、理事会と、数回にわたる会議に参加しました
が、いずれも活発な議論が行われており、己の勉強不足を実感しています。
　今後とも、どうぞよろしくお願い申し上げます。

理　事　照井　章文
日之出歯科診療所

　医療法人仁友会日之出歯科診療所で勤務している照井章
文と申します。広報部長戸倉聡先生よりご推薦を賜りまし
て、このたび北海道保険医会理事を拝命いたしました。

　臨床経験は19年目に入りましたが、目の前の業務に追われる日々で勉強
不足のことも多く、これからの医療の発展、医療を提供する側、医療提供を
受ける側双方の環境がよりよい方向にいくことにしっかりと目を向けて、
日々精進していく所存です。
　自らの学びを増やし、微力ではありますが、少しでも保険医会の発展に貢
献できればと存じます。どうぞよろしくお願い申し上げます。

監　事　加藤　康夫
札幌しらかば台病院

　このたび、監事を拝命いたしました。
　医療・介護の経営状態の悪化は、壊滅的な域に達して
います。地域から医療機関が消滅するかもしれない危惧

から、このところマスメディアもその惨状をしばしば報道しています。
　本会は、この様な状況下、保険医の医業をサポートし、道民が安心し
て医療を受けられるよう、引き続き力強く活動をしていかなければなり
ません。
　私は、2017 年から 6 年間、会長として会務執行に携わらせていただき
ましたが、今後は立場を変え、監事として会務を監査させていただきます。
　変わらぬご指導、よろしくお願い申し上げます。

監　事　石田　哲彦
石田歯科医院

　このたび、第13回代議員会総会で監事に選任されました。
私が本会に入会した頃は雨後の筍のように歯科開業が相
次ぎ、会員数も右肩上がりの時代でした。まだ若かった

当時、部員として市民対象の歯科相談、会員向けの臨床検討会、保険講
習会そして新聞の発行など医科の先生の助言をいただきながら手探りで
活動したことを懐かしく思い起こされます。
　時は流れ、後継者問題や急速な DX 化で閉院が相次ぐ今日この頃、自身
が抱えている悩みと重なります。会員数も伸び悩み傾向で医療難民問題
が取り沙汰される今、おのずと本会が取り組むべき課題であり、監事と
して微力ながら活動の一助となればと思っております。

一般社団法人北海道保険医会　組織図

管
掌
副
会
長

伊
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寧

管
掌
副
会
長

重
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朗

管
掌
副
会
長

三
浦 

豊

管
掌
副
会
長

立
花 

啓

会
　
長

橋
本 

透

総
務
部

政
策
部

◎部長　○副部長　（敬称略）

◎芦田 眞治、○佐藤 明理
伊藤 正美、戸倉 聡、石塚 祐司、伴 宰子、
菅野 保、田辺 隆

文
化
厚
生
部

◎石塚 祐司、○菱川 法之
大友 康資、佐久間 哲、長谷川 誠一、
林 明宏

広
報
部

◎戸倉 聡、○小野木 宏仲、○北村 三穂、
○近 祐次郎、○佐々木 豊
芦田 眞治、伊藤 正美、遠藤 陶子、
大岩 大祐、尾形 和泰、日下 卓右、
佐久間 哲、田辺 隆、照井 章文

歯
科
部

◎田辺 隆、○芦田 眞治、○戸倉 聡
石塚 祐司、今上 岳彦、大岩 大祐、大友 康資、
小野木 宏仲、菅野 保、小堀 善則、佐藤 明理、
清水 学、堤田 良二、照井 章文、西 貞利、
長谷川 誠一、林 明宏、伴 宰子

財
政
部
◎佐藤 明理、○清水 学
今上 岳彦、長野 省五

審
査
対
策
部

◎伊藤 寧（副会長兼務）、○伊藤 正美、
○遠藤 陶子
池田 博、日下 卓右、日﨑 恵一、北村 三穂、
近 祐次郎、鈴木 郷、長野 省五

組
織
部

◎伴 宰子、○長野 省五
芦田 眞治、大友 康資、菅野 保、西 貞利、
村上 俊也

共
済
部

◎菅野 保、○西 貞利
芦田 眞治、大友 康資、長野 省五、伴 宰子、
村上 俊也

◎伊藤 正美、○小堀 善則、○近 祐次郎
芦田 眞治、池田 博、石塚 祐司、遠藤 陶子、
大岩 大祐、尾形 和泰、小野木 宏仲、
北村 三穂、佐久間 哲、佐々木 豊、
佐藤 明理、清水 学、田辺 隆、堤田 良二、
照井 章文、戸倉 聡、長野 省五、長谷川 誠一、
日﨑 恵一、菱川 法之、村上 俊也
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支
部
長
就
任
の
ご
挨
拶

上川北部支部　支部長

山岸　眞理

　この度、長らく北海道保険医会上川北部支部長を務
められた長尾恒先生の後任を引き継ぐこととなりまし
た。そもそも北海道保険医会の会員でもなかった私
が、会員になると同時に支部長の重責を担うこととな
りました。よろしくお願いします。
　現在私は、名寄市で、90床の慢性期機能を持つ民間
病院の院長をしております。上川北部におきまして
も、人口の減少、地域住民の高齢化が進んできており
ます。また開業医の減少、後継者不足、そして医療を
支える人材不足が問題となってきています。このよう
な問題を抱える時期と地域で支部長として何ができる
かを考えると、私の力不足を実感しております。皆様
方のご指導を仰ぎながら、早く保険医会の活動に慣
れ、この地域の医療・介護がスムーズに流れていくよ
う努力していきたいと思います。

支部長になって

旭川地区支部　支部長 鈴木　和仁

　このたび北海道保険医会旭川地区支部長を長く務められました大木康
生先生の後任として、支部長を引き継ぐこととなりました。保険医会に
は研修医時代に入会させていただきましたので会員歴は長いのですが、
会の活動に参加するようになりましたのはここ数年のことです。全道の
諸先輩の皆様には、お世話になることと存じます。どうぞよろしくお願
い申し上げます。
 団塊の世代800万人がすべて後期高齢者となる2025年を迎えました。
今後、2040年に向けて看取り期となります。すでに高齢者救急は活況を
呈しておりますが、今後独居でしかも経済的困難や認知症を抱えた高齢
者が増え続けます。絶対的な医師不足や高齢化問題を抱えながら、それ
ぞれの地域でどのように対応していくのか、地域包括ケアの真価が問わ
れる時代となりました。医科歯科が協働する保険医会は、様々な職種と
幅広く地域医療を展開する場面で力を発揮できるのではと愚考しており
ます。微力ではございますが会員の皆様と力を合わせてこの難局を乗り
越えていきたいと思います。今後ともお力添え下さいますようお願い申
し上げます。

支部長就任のご挨拶

富良野地区支部　支部長 川村　大介
　このたび、長年にわたり富良野地区の保険医会を支えてこられた渋江
久先生の後任として、北海道保険医会富良野地区支部長を拝命いたしま
した。微力ながら、地域医療と保険医の環境整備のため尽力してまいり
ます。
　現在、当地区では医師不足や医師の高齢化が進み、若手医師の保険医
会加入も少ない状況にあります。また、保険医会の活動内容や意義が十
分に理解されていない現状も見受けられます。
　まずは、地域の保険医の皆様に保険医会の活動やその重要性を知って
いただくことに注力し、理解と参加の促進を目指します。あわせて、富
良野医師会、歯科医師会との連携を深め、地域全体での医療体制の維
持・発展に寄与したいと考えております。
　今後ともご指導ご鞭撻のほど、よろしくお願い申し上げます。

支部活動の再認識と
　　　　連携強化に向けて

退任のご挨拶

前監事　安井　隆弘
　このたびは世代交代の必要性を感じ、同時に監事就任から
10年の節目を迎えたことから、退任させていただくことになり
ました。

　本会に入会以来45年間の月日が流れましたが、その間、札幌支部の幹事を８
年間、本部理事や監事などを30数年にわたり務めさせていただきました。私に
とって多くの有能な先生方との出会いや、貴重な経験・知識を得ることができて
感謝しております。
　本会の特徴は良い医療を目指す活動に実行力・行動力があり、さらに医療政策
や診療報酬などに関する卓越した情報発信力があることです。往時には本会の談
論風発の場で育った多くの人材が、札医や道医で活躍したことが思い出されます。
　今後は減少しつつある会員数を増やし、未来永劫発展することを希求します。

前理事　宮崎　有広
勤医協苫小牧病院

　苫小牧からの会議参加の困難さは言い訳にすぎず、私自身
の力不足により、理事会、保険医会のお役に立てなかった思
いがあります。

　コロナ禍の間はZoomでの参加が続き、議論を聞いているだけとなってしまい
ました。ただ、オンラインで、保険医会が企画する様々な講演やセミナーが視聴
できるようになったことは、地方の会員にとって良いことと思っています。
　活動、議論を通じて、多くを学ばせていただきました。患者さんへの眼差し、保
険診療を守り、より良くしようという皆さんの熱意を忘れず、今後も一会員として
関わる所存です。
　お世話になりました。ありがとうございました。

前理事　佐野　宏行
佐野耳鼻咽喉科

　１期という短い期間で大変恐縮ですが、このたび理事を退
任させていただくこととなりました。
　任期の途中より会への欠席が続き、ご迷惑をおかけしまし

たことを深くお詫び申し上げます。
　北海道保険医会の精力的な活動、そして先生方のご尽力には、誠に頭が下が
ります。
　私もその一助になればと理事に就任いたしましたが、支部長や医会会長として
の業務が想像以上に多忙となり、このような形となってしまいました。保険医会の
仕事量が想像以上だったということもあります。力不足で申し訳ありませんでした。
　これからは、一会員として保険医会の活動に参加し、応援させていただきます。
　北海道保険医会の益々の発展を祈念いたします。

前理事　金澤　卓也
北広島希望ヶ丘病院

　このたび、理事を退任させていただくこととなりました。
　活動の内容や仕組みを何も理解していない状況で理事に
就任し、配属されたグループについても活動内容の説明がな

かったため、仕組みもわからず、はじめは本当にお客さん状態でした。
　また、この２年間の在任中、皆さまには大変お世話になり感謝しておりますし、
多大なご迷惑をおかけしたことに対しては深く反省をしております。
　今後も、保険医会の活動が私たち保険医の支えとなり、発展していくことを
願っております。
　以上、退任のご挨拶とさせていただきます。

前副会長　野川　哲義
野川歯科クリニック

　このたび、副会長を退任させていただくことになりました。
　平成7年に歯科部会委員として活動に関わり始め、平成9年
からは理事として長きにわたり活動の機会をいただきました。

　なかでも、平成11年に医科・歯科が一体となった組織運営のかたちが築かれ
たことは、深く印象に残っています。
　組織活動を通じて医療情勢を学び、多くの方々とともに医療保険制度を守る
活動に携われたことは、かけがえのない経験となりました。
　ご指導くださいました諸先生方、そして事務局の皆さまに、心より感謝申し上
げます。
　今後は一会員として、引き続き保険医会活動を応援してまいります。
　北海道保険医会のさらなるご発展を祈念いたします。



は
、
消
費
税
減
税
や
医
療
費

を
抑
制
し
て
社
会
保
険
料
を

減
ら
す
議
論
が
活
発
に
行
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
参
議
院
選

挙
の
結
果
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
。
消
費
税

は
本
来
社
会
保
障
の
充
実
と

安
定
の
た
め
に
使
わ
れ
る
べ

き
も
の
で
し
た
が
「
社
会
保

障
の
充
実
」
な
ど
全
く
蚊
帳

の
外
に
置
か
れ
て
い
る
こ
と

を
危
惧
し
て
い
ま
す
。

　
高
額
療
養
費
制
度
の
見
直

し
は
先
延
ば
し
と
な
り
ま
し

た
が
、
患
者
さ
ん
に
と
っ
て

医
療
費
の
負
担
感
は
甚
大
で

す
。
医
療
費
を
減
ら
す
た
め

の
方
策
と
し
て
、Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似

薬
を
自
己
負
担
に
す
る
こ
と

は
ご
も
っ
と
も
な
こ
と
で
す

が
、
高
齢
者
や
障
害
者
な
ど

社
会
的
弱
者
を
更
に
い
じ
め

な
く
て
も
よ
い
の
に
と
感
じ

て
い
ま
す
。

　
物
価
高
騰
や
人
手
不
足
、

人
件
費
の
高
騰
に
よ
り
、
病

院
経
営
は
大
変
厳
し
い
時
代

を
迎
え
て
い
ま
す
。
世
間
で

　
い
わ
ゆ
る
「
１
０
３
万
の

壁
」
が
問
題
に
な
り
ま
し
た

が
、
１
９
９
５
年
に
制
定
さ

れ
て
以
降
、
30
年
間
変
わ
っ

て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
そ
も

そ
も
お
か
し
い
の
で
、
物
価

上
昇
に
合
わ
せ
て
壁
の
金
額

を
引
き
上
げ
る
の
は
当
然
の

こ
と
の
よ
う
に
思
え
ま
す
。

こ
の
間
日
本
経
済
が
低
迷
し
、

賃
金
が
ほ
と
ん
ど
上
昇
し
な

か
っ
た
こ
と
が
最
大
の
問
題

点
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
壁
を

引
き
上
げ
て
減
少
す
る
財
源

を
ど
う
す
る
の
か
と
問
わ
れ

た
ら
、
企
業
を
含
め
お
金
の

あ
る
所
か
ら
税
金
を
徴
収
す

れ
ば
済
む
話
で
す
。

　
私
自
身
は
、
幼
稚
園
か
ら

大
学
ま
で
全
て
公
立
育
ち
で

す
。
北
海
道
は
少
し
事
情
が

異
な
り
ま
す
が
、
現
在
で
は

勉
学
も
ス
ポ
ー
ツ
も
全
て
私

立
が
優
位
で
す
。
官
僚
と
話

を
し
て
も
、
出
身
大
学
は
国

立
で
も
、
ほ
と
ん
ど
の
方
が

私
立
の
中
高
一
貫
校
の
出
身

で
、
自
分
と
は
社
会
に
対
す

る
捉
え
方
が
明
ら
か
に
異
な

る
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

　
今
の
医
療
政
策
を
続
け
て

い
る
と
、
私
ど
も
の
よ
う
な

民
間
病
院
に
は
大
変
辛
い
時

代
が
続
き
ま
す
。
公
的
病
院

と
一
部
の
民
間
病
院
し
か
存

在
し
な
か
っ
た
ら
、
多
く
の

高
齢
者
は
体
調
を
崩
し
て
も

適
切
な
医
療
を
受
け
さ
せ
て

も
ら
え
ず
、
在
宅
で
人
生
を

終
え
る
こ
と
に
な
る
の
で
は

な
い
か
と
高
齢
者
の
一
人
と

し
て
心
配
し
て
い
ま
す
。

北 海 道 保 険 医 新 聞 第1053・1054号（昭和40年4月18日 第3種郵便物認可）2025年（令和7年）8月5日・20日 （4）

進
出
す
る
と
い
う
報
道
も
あ

り
、
ま
た
以
前
の
よ
う
な
活

気
が
戻
れ
ば
と
期
待
し
て
い

ま
す
。

　
翌
朝
は
早
起
き
し
て
、
厚

岸
経
由
で
浜
中
町
へ
。
途
中
、

厚
岸
町
に
あ
る
原
生
花
園
あ

や
め
ヶ
原
に
寄
り
道
。
ま
だ

花
は
咲
い
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
こ
こ
か
ら
の
眺
め
も

絶
景
で
す
。

　
そ
の
後
目
的
地
の
涙
岬
へ

向
い
ま
し
た
。
観
光
客
の
姿

も
ほ
と
ん
ど
な
く
ほ
ぼ
貸
切

状
態
で
、最
高
の
景
色
を
た
っ

以
前
に
も
訪
れ
た
こ
と
の
あ

る
「
お
宿 

欣
喜
湯
（
き
ん
き

ゆ
）」
で
す
。
ぬ
る
湯
か
ら
熱

め
ま
で
３
種
類
の
温
度
の
湯

船
が
あ
り
、
湯
量
も
豊
富
で
、

お
気
に
入
り
の
お
宿
で
す
。

　
残
念
な
が
ら
、
建
物
の
老

朽
化
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、

今
年
10
月
末
で
閉
館
す
る
と

の
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
あ
り
ま
し

た
。
川
湯
温
泉
は
強
酸
性
の

湯
で
、
泉
質
・
湯
量
と
も
申

し
分
な
い
の
で
す
が
、
近
年

は
集
客
に
苦
し
ん
で
い
る
よ

う
で
す
。
星
野
リ
ゾ
ー
ト
が

が
好
き
に
な
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
今
回
も
温
泉
宿
に
泊
ま

る
旅
と
な
り
ま
し
た
。

　
浜
中
町
の
近
く
に
は
好
み

の
温
泉
地
が
な
か
っ
た
た
め
、

約
１
０
０
㎞
離
れ
た
、
川
湯

温
泉
に
宿
泊
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。泊
ま
っ
た
の
は
、

の
岬
、
霧
多
布
岬
、
琵
琶
瀬

展
望
台
な
ど
、
素
晴
ら
し
い

岬
や
観
光
ス
ポ
ッ
ト
が
点
在

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
ル
パ

ン
三
世
」
の
原
作
者
モ
ン

キ
ー
・
パ
ン
チ
氏
の
出
身
地

と
し
て
も
有
名
な
と
こ
ろ
で

す
。
数
年
前
か
ら
急
に
温
泉

　
Ｇ
Ｗ
前
の
週
末
、
急
に
思

い
立
っ
て
道
東
に
旅
行
す
る

こ
と
に
。
行
き
先
は
以
前
か

ら
興
味
の
あ
っ
た
浜
中
町
。

札
幌
か
ら
だ
と
４
０
０
㎞
弱

の
距
離
が
あ
り
、
気
軽
に
行

け
る
場
所
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
こ
の
辺
り
は
、
ア
ゼ
チ

ぷ
り
堪
能
で
き
ま
し
た
。
季

節
や
時
間
帯
を
変
え
て
、
再

訪
す
る
予
定
で
す
。
北
海
道

に
は
、
ま
だ
あ
ま
り
知
ら
れ

て
い
な
い
絶
景
ス
ポ
ッ
ト
が

多
く
あ
り
ま
す
。

を
過
ぎ
た
今
、
奇
跡
的
に
叶

う
と
は
思
わ
な
か
っ
た
。
こ

ん
な
に
近
く
に
プ
ロ
野
球
の

球
場
が
で
き
る
と
は
…
。

　
エ
ス
コ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
Ｈ

Ｏ
Ｋ
Ｋ
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｏ
が
完
成
し

て
か
ら
三
年
余
り
。
年
に
十

数
試
合
ほ
ど
観
戦
し
て
い
る

が
、
野
球
の
試
合
よ
り
も
ダ

ン
ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や

ヒ
ー
ロ
ー
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の

演
出
な
ど
、
エ
ン
タ
ー
テ
イ

メ
ン
ト
性
の
高
さ
に
と
て
も

驚
い
て
い
る
。

　
40
年
近
く
前
に
円
山
球
場

で
観
戦
し
た
プ
ロ
野
球
の
記

憶
や
大
学
時
代
に
よ
く
行
っ

た
千
葉
マ
リ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
、

東
京
ド
ー
ム
、神
宮
球
場
、

　
子
供
の
頃
か
ら
プ
ロ
野
球

観
戦
が
大
好
き
だ
っ
た
。
毎

年
、
選
手
名
鑑
や
レ
コ
ー
ド

ブ
ッ
ク
、
ス
ポ
ー
ツ
新
聞
や

雑
誌
な
ど
を
親
に
お
願
い
し

て
買
っ
て
も
ら
い
、
む
さ
ぼ

る
よ
う
に
読
み
漁
っ
て
は
、

情
報
を
頭
の
中
に
蓄
積
し
て

い
っ
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

が
な
か
っ
た
時
代
の
懐
か
し

い
思
い
出
で
あ
る
。

　
大
人
に
な
り
、
住
ん
で
い

る
地
域
の
近
く
に
「
エ
ス
コ

ン
フ
ィ
ー
ル
ド
Ｈ
Ｏ
Ｋ
Ｋ
Ａ

Ｉ
Ｄ
Ｏ
」
が
で
き
た
。
ま
さ

か
子
ど
も
の
頃
に
思
い
描
い

た
「
家
の
近
く
に
プ
ロ
野
球

の
球
場
が
で
き
れ
ば
い
い
な
」

と
い
う
夢
が
、
四
十
代
半
ば

西
武
球
場
な
ど
１
９
８
０
〜

１
９
９
０
年
代
に
観
戦
し
た

記
憶
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る

世
界
で
あ
る
。

　
い
つ
か
は
、
大
谷
翔
平
の

活
躍
を
大
リ
ー
グ
の
球
場
で

実
際
に
観
て
み
た
い
も
の
で

あ
る
（
全
く
予
定
は
な
い
が

…
）。
そ
れ
は
そ
れ
で
、
ま
た

別
世
界
な
の
だ
ろ
う
と
想
像

し
て
い
る
。

　
今
日
も
、
日
本
全
国
で
６

試
合
し
か
行
わ
れ
て
い
な
い

プ
ロ
野
球
の
試
合
が
、
こ
こ

北
広
島
で
開
催
さ
れ
て
い
る
。

大
型
ス
ク
リ
ー
ン
の
光
が
キ

ラ
キ
ラ
と
輝
き
、
球
場
の
外

に
い
て
も
熱
気
が
伝
わ
っ
て

く
る
。

　
年
中
入
場
可
能
な
エ
ス
コ

ン
フ
ィ
ー
ル
ド
Ｈ
Ｏ
Ｋ
Ｋ
Ａ

Ｉ
Ｄ
Ｏ
。
野
球
に
興
味
が
な

い
方
で
も
、
ぜ
ひ
一
度
、
見

学
に
訪
れ
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

銷
夏
随
想

涙
岬
へ
の
旅札

幌
支
部　

藤
木
デ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク

藤
木　

英
生

ふ
じ
き

ひ
で
お

プ
ロ
野
球
が
や
っ
て
来
た

長
沼
町　

土
岐
歯
科
医
院

土
岐　

成
則

と
き

し
げ
の
り

公立と私立
札幌支部　中村記念病院 中村　博彦

なかむら ひろひこ



停
電
の
恐
れ
が
あ
っ
た
た
め

一
律
透
析
時
間
を
１
時
間
短

縮
と
し
た
。
午
前
10
時
半
、

他
院
か
ら
の
透
析
要
請
が
あ

り
、
以
降
は
一
律
２
時
間
透

析
と
し
た
。
17
時
頃
、
当
院

患
者
32
名
と
他
院
患
者
11
名

（
計
43
名
）
の
透
析
が
無
事
終

了
し
、
院
内
の
電
力
も
復
旧

し
た
。

　
９
月
７
日
、
午
前
８
時
か

ら
透
析
開
始
。
引
き
続
き
停

電
の
恐
れ
が
あ
っ
た
た
め
、

当
院
の
患
者
は
一
律
１
時
間

臨
時
透
析
要
請
の
対
応
に
苦

慮
し
た
。

　
同
日
午
前
７
時
、
医
局
会

議
室
に
て
災
害
対
策
会
議
が

開
か
れ
、
病
院
長
よ
り
「
予

備
電
源
が
12
時
間
は
も
つ
見

込
み
」
と
の
報
告
が
あ
り
、

断
水
も
な
く
、
当
院
は
災
害

時
基
幹
病
院
と
し
て
他
院
の

透
析
患
者
を
受
け
入
れ
る
方

針
と
な
っ
た
。

　
午
前
７
時
30
分
、
当
院
の

透
析
患
者
が
自
主
的
に
来
院

し
た
た
め
順
次
透
析
を
開
始
。

　
２
０
１
８
年
９
月
６
日
、

午
前
３
時
７
分
、
北
海
道
胆

振
地
方
中
東
部
を
震
源
と
し

た
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
が

発
生
し
た
。
最
大
震
度
は
震

度
階
級
で
最
も
高
い
「
震
度

７
」
で
、
札
幌
市
で
も
震
度

６
弱
を
観
測
し
、
大
規
模
停

電
も
発
生
し
た
。
当
院
の
維

持
血
液
透
析
患
者
は
月
・
水
・

金
３
部
制
、
火
・
木
・
土
１

部
制
で
合
計
１
２
０
名
お
り
、

地
震
発
生
当
日
は
、
災
害
時

の
透
析
調
整
や
他
院
か
ら
の

短
縮
、
他
院
の
患
者
は
２
時

間
透
析
で
対
応
し
た
。
午
前

８
時
30
分
、
他
院
か
ら
複
数

の
要
請
が
あ
っ
た
た
め
、
通

常
の
３
部
制
（
午
前
・
午
後

・
夜
間
）
を
４
部
制
（
朝
・

昼
・
夕
・
夜
間
）
に
変
更
し
、

１
部
目
は
当
院
、
２
〜
３
部

は
当
院
と
他
院
、
４
部
目
は

全
員
他
院
の
患
者
と
し
た
。

　
午
前
11
時
30
分
（
２
部
）

に
、
他
院
か
ら
６
名
、
15
時

（
３
部
）
に
同
15
名
、
18
時
30

分
（
４
部
）
に
同
31
名
を
受

け
入
れ
、
計
４
ク
リ
ニ
ッ
ク

か
ら
52
名
の
患
者
を
受
け
入

れ
る
こ
と
が
で
き
た
。
21
時

頃
、
計
１
３
６
名
の
透
析
が

全
て
終
了
し
た
。

　
９
月
８
日
、
午
前
８
時
か

ら
順
次
透
析
を
開
始
し
た
。

sehen

」
の
響
き
が
、
子
供
心

に
何
と
も
言
え
ず
格
好
良
く

感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
大
叔

父
に
「
ど
う
い
う
意
味
？
」

と
尋
ね
る
と
「
ド
イ
ツ
語

で
『
ま
た
会
い
ま
し
ょ
う
』

と
い
う
意
味
だ
よ
」
と
教
え

て
く
れ
ま
し
た
。
以
来
、
別

れ
際
に
「
ま
た
会
い
ま
し
ょ

う
」
の
気
持
ち
を
込
め
て

「Auf W
iedersehen

」
と
い

う
の
が
２
人
の
合
言
葉
で
し

た
。

　
２
０
２
３
年
、
92
歳
で
大

叔
父
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。

大
叔
父
に
つ
い
て
一
番
に
思

い
出
す
の
が
「Auf Wieder-

sehen

」
と
い
う
言
葉
で
す
。

現
役
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
だ
っ

た
頃
、
彼
が
出
張
で
札
幌

に
来
た
際
は
必
ず
私
達
の

家
に
立
ち
寄
り
、
帰
り
際

に
は
「
じ
ゃAuf W

ieder-
sehen!

」
と
言
っ
て
颯
爽
と

帰
っ
て
行
き
ま
し
た
。
そ
の
大

き
な
背
中
と
「Auf W

ieder-

　
大
学
で
初
め
て
の
ド
イ
ツ

語
の
授
業
を
受
け
た
と
き
、

「Auf W
iedersehen

」
が
「
さ

よ
う
な
ら
」
と
い
う
意
味
だ

と
知
り
ま
し
た
。
子
供
の
私

に
「
さ
よ
う
な
ら
」
を
「
ま

た
会
い
ま
し
ょ
う
」
と
教
え

て
く
れ
た
大
叔
父
の
優
し
さ
、

繊
細
さ
、
セ
ン
ス
の
良
さ
に

脱
帽
し
ま
し
た
。

　
大
叔
父
は
海
軍
兵
学
校
の

最
後
の
入
学
生
で
し
た
。
北

海
道
か
ら
の
合
格
者
は
わ
ず

か
２
人
と
い
う
超
難
関
。
14

歳
に
し
て
御
国
の
為
に
身
を

捧
げ
る
覚
悟
で
そ
の
狭
き
門

を
突
破
し
、
入
学
後
ま
も
な

く
終
戦
を
迎
え
ま
し
た
。

　
終
戦
後
は
「
日
本
を
世
界

の
工
業
大
国
に
押
し
上
げ
る
」

と
い
う
強
い
信
念
の
も
と
、

猛
烈
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
と
し
て

奔
走
し
ま
し
た
。
引
退
後
も

家
族
の
精
神
的
支
柱
と
し
て

最
期
ま
で
一
族
を
取
り
ま
と

め
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
な
滅
私
的
な
生
き
方
を
、

サ
ラ
ッ
と
で
き
る
人
は
今
後

現
れ
な
い
で
し
ょ
う
。
こ
れ

ぞ
男
の
中
の
男
、
本
物
の
日

本
男
児
だ
と
日
が
経
つ
に
つ

れ
ジ
ワ
ジ
ワ
と
そ
の
存
在
の

大
き
さ
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

　
大
叔
父
の
よ
う
な
本
物
の

男
の
背
中
を
直
接
、
次
世
代

に
見
せ
ら
れ
な
い
の
が
残
念

で
な
り
ま
せ
ん
が
、
今
度
は

私
が
本
当
の
意
味
で
頼
も
し

い
男
気
の
あ
る
人
間
（
こ
れ

か
ら
の
時
代
は
女
の
子
で
も
）

を
育
て
る
べ
く
、
私
の
背
中

か
ら
何
か
を
感
じ
取
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
な
男
気
溢
れ
る

女
に
な
り
た
い
と
願
う
今
日

こ
の
頃
で
す
。

他
院
か
ら
の
要
請
は
な
か
っ

た
が
、
交
通
機
関
の
影
響
で

道
東
に
帰
れ
な
か
っ
た
患
者

１
名
に
対
し
、
１
時
間
短
縮

で
透
析
を
行
っ
た
。

　
以
上
の
３
日
間
で
、
計
64

名
の
臨
時
透
析
を
受
け
入
れ

る
こ
と
が
で
き
た
。
北
海
道

電
力
の
復
旧
作
業
に
よ
り
、

地
震
発
生
か
ら
約
２
日
で
道

内
の
99
％
の
電
力
が
回
復
し
、

長
期
に
わ
た
る
災
害
時
透
析

医
療
は
避
け
ら
れ
た
が
、
今

回
の
経
験
を
通
じ
て
今
後
の

支
援
透
析
に
お
け
る
改
善
点

な
ど
を
考
え
る
機
会
と
な
っ

た
。

　
今
年
64
歳
の
私
が
今
ま
で

や
っ
て
き
た
ス
ポ
ー
ツ
の
中

で
一
番
お
す
す
め
す
る
の
が

ゴ
ル
フ
。
ゴ
ル
フ
に
は
不
思

議
な
魅
力
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
。

自
然
の
中
で
プ
レ
ー
で
き
る

開
放
感
と
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
感
、

健
康
や
ス
ト
レ
ス
解
消
、
年

齢
や
性
別
を
問
わ
ず
楽
し
め

る
こ
と
、
新
し
い
仲
間
と
の

出
会
い
、
ビ
ジ
ネ
ス
や
社
会

人
と
し
て
の
メ
リ
ッ
ト
、
達

成
感
、
成
長
の
楽
し
み
な
ど
、

多
岐
に
わ
た
る
。

　
18
ホ
ー
ル
変
化
の
あ
る
風

景
を
楽
し
み
な
が
ら
、
７
〜

８
㎞
歩
く
（
最
近
は
カ
ー
ト

が
あ
る
の
で
楽
に
な
っ
た
）。

毎
日
の
診
療
で
疲
れ
た
心
身

を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
る
が
、

時
に
は
ス
コ
ア
が
悪
い
と
ス

ト
レ
ス
に
な
る
こ
と
も
あ
る

か
？
　
私
は
何
と
い
っ
て
も
仲
間

や
新
し
い
出
会
い
が
人
生
に

お
い
て
何
よ
り
の
宝
だ
と

思
っ
て
い
る
。
４
〜
５
時
間

一
緒
に
プ
レ
ー
を
す
る
と
、

個
性
が
丸
裸
に
な
る
ほ
ど
同

伴
者
の
性
格
が
わ
か
る
。キ
ャ

デ
ィ
に
接
す
る
態
度
、
同
伴

者
に
対
す
る
気
配
り
、
自
分

の
プ
レ
ー
に
対
す
る
姿
勢
な

ど
か
ら
、
普
段
見
せ
な
い
一

面
を
見
る
こ
と
が
あ
る
。
会

社
の
社
長
が
ゴ
ル
フ
で
人
事

を
決
め
る
こ
と
が
あ
る
と
い

う
の
も
納
得
だ
。
ゴ
ル
フ
合

コ
ン
な
ど
も
最
近
で
は
登
場

し
て
き
た
が
、
酒
を
飲
み
な

が
ら
の
合
コ
ン
よ
り
も
、
相

手
の
性
格
が
よ
り
鮮
明
に
わ

か
る
点
で
、
私
と
し
て
は
共

感
で
き
る
。

　
ま
た
、
達
成
感
と
成
長
の

楽
し
み
が
あ
る
の
も
、
ゴ
ル

フ
と
い
う
ス
ポ
ー
ツ
の
魅
力

の
一
つ
。
ゴ
ル
フ
は
練
習
し

な
け
れ
ば
決
し
て
成
長
し
な

い
。「
練
習
量
は
裏
切
ら
な
い
」

と
い
わ
れ
て
い
る
。
プ
レ
ー

後
に
ス
コ
ア
を
見
れ
ば
、
自

分
の
成
長
度
が
わ
か
る
。
ゴ

ル
フ
ァ
ー
の
最
終
目
標
と
し

て
シ
ン
グ
ル
プ
レ
ー
ヤ
ー
に

な
り
た
い
と
い
う
方
は
多
い
。

一
般
ゴ
ル
フ
ァ
ー
の
う
ち
、

シ
ン
グ
ル
は
約
２
％
と
い
わ

れ
て
い
る
。

　
た
だ
ゴ
ル
フ
に
は
ま
る
と

視
野
が
狭
く
な
り
、
そ
の
結

末
と
し
て
シ
ン
グ
ル
プ
レ
ー

ヤ
ー
に
な
る
前
に
家
庭
が
シ

ン
グ
ル
に
な
る
方
も
少
な
く

な
い
。
私
は
片
手
シ
ン
グ
ル

（
一
般
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
０
・

５
％
）
ま
で
達
成
し
た
こ
と

が
あ
る
が
、
か
ろ
う
じ
て
家

庭
円
満
。
日
々
の
診
療
と
家

庭
、
そ
し
て
ゴ
ル
フ
と
の
バ

ラ
ン
ス
の
取
れ
た
生
活
を
心

が
け
て
い
る
。

　
昨
年
ま
で
は
緊
張
感
の
な

い
ゴ
ル
フ
を
楽
し
ん
で
い
た

私
だ
が
、
今
年
は
自
分
に
負

荷
を
か
け
る
意
味
で
、
こ
の

年
で
選
手
会
や
ア
マ
研
に
所

属
し
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
プ

レ
ー
の
緊
張
感
を
味
わ
い
な

が
ら
、
新
た
な
ゴ
ル
フ
の
魅

力
を
感
じ
て
い
る
こ
の
頃
で

あ
る
。
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●
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お
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合
せ
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事
務
局
ま
で

書
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案
内
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０
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１-

２
３
１-

６
２
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１

スタッフセミナー資料集
「窓口業務の基礎知識」

カルテ記載を中心とした
指導対策テキスト

会員価格 2,000円会員価格 1,500円

歯科歯科歯科歯科

公費負担医療等
の手引（2025年7月版）

会員価格
※画像は2023年版

3,200円

今日からできる
歯科訪問診療の手引き

会員価格 1,000円

医科

在宅医療点数
の手引

会員価格 3,000円

医科

※価格は税込・送料別　※本のタイトル等、変更することがございます。

保険診療便覧

会員価格 4,000円

医科

北
海
道
胆
振
東
部
地
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を

　
　
　
　
　
　
振
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っ
て

札
幌
支
部　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
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本
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幌
病
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中
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な
か
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く

ゴ
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フ
は
魅
力
い
っ
ぱ
い

旭
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き
た

ま
さ
ひ
こ

最後の日本男児
札幌支部　アオ内科糖尿病内科 土田　芽衣

つちだ めい



め
、
登
山
せ
ず
に
車
で
ア
ク

セ
ス
で
き
、
老
夫
婦
で
も
山

頂
に
立
つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
当
日
は
、
こ
の
彗
星
が
最

も
地
球
に
近
い
所
（
近
地
点
）

を
通
過
す
る
日
で
、
月
齢

10・３
で
し
た
が
、
澄
み
き
っ

た
空
気
の
中
、
人
工
物
の
明

か
り
の
な
い
漆
黒
の
闇
に
、

長
い
尾
を
も
つ
彗
星
が
現
れ
、

ス
マ
ホ
で
連
写
し
ま
し
た
。

今
度
地
球
に
接
近
す
る
の
は

８
万
年
後
と
か
。
も
う
回
帰

し
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
ダ
イ
ア
モ
ッ
ク
ス
の
効
き

目
は
今
一
つ
で
し
た
が
、
高

山
病
の
息
苦
し
さ
も
忘
れ
、

壮
大
な
天
体
シ
ョ
ー
に
感
動

し
つ
つ
も
、ガ
イ
ド
の
「
我
々

は
、
先
住
民
の
許
し
を
得
て
、

マ
ウ
ナ
ケ
ア
山
頂
に
立
つ
こ

と
を
許
さ
れ
、
彼
ら
へ
の
リ

ス
ペ
ク
ト
を
常
に
持
っ
て
い

る
」
と
い
う
言
葉
が
、
胸
に

響
き
ま
し
た
。

　
ハ
ワ
イ
島
に
は
、
マ
ウ
ナ・

ロ
ア
、
キ
ラ
ウ
エ
ア
の
２
つ

の
活
火
山
が
あ
り
、
地
球
の

　
セ
ブ
ン
‐
イ
レ
ブ
ン
の
コ

ミ
ッ
ク
コ
ー
ナ
ー
を
チ
ェ
ッ

ク
す
る
の
が
ル
ー
テ
ィ
ン
と

な
っ
て
い
る
。

　
あ
る
日
、
チ
ラ
ッ
と
覗
く

と
「
鬼
平
犯
科
帳
61
巻
」（
Ｓ

Ｐ
コ
ミ
ッ
ク
ス
）
が
目
に
付

く
。以
前
か
ら「
鬼
平
犯
科
帳
」

と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
本
は
目

に
し
て
い
た
の
だ
が
、
な
ぜ

か
そ
の
日
は
手
に
取
っ
て
購

入
し
て
し
ま
っ
た
。

　
こ
れ
が
と
て
も
面
白
い
！

　
早
速
、
札
幌
の
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｕ

Ｚ
Ｅ
Ｎ
＆
ジ
ュ
ン
ク
堂
書
店

へ
赴
き
、
１
巻
か
ら
60
巻
ま

で
を
大
人
買
い
。
家
内
に
ゴ

ニ
ョ
ゴ
ニ
ョ
と
言
い
訳
し
つ

つ
自
室
の
本
棚
に
収
納
。

　
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｕ
Ｚ
Ｅ
Ｎ
＆
ジ
ュ
ン

ク
堂
書
店
は
け
し
か
ら
ん
こ

と
に
、
時
代
小
説
を
原
作
と

し
た
コ
ミ
ッ
ク
を
展
示
し
て

い
る
コ
ー
ナ
ー
が
あ
っ
て
、

そ
こ
に
「
鬼
平
犯
科
帳
」
と

同
じ
原
作
者（
池
波
正
太
郎
）

に
よ
る
「
剣
客
商
売
」（
Ｓ
Ｐ

コ
ミ
ッ
ク
ス
）
が
置
い
て
あ

る
。
気
が
付
く
と
全
50
巻
を

こ
れ
ま
た
大
人
買
い
。
家
内

に
さ
ら
に
ゴ
ニ
ョ
ゴ
ニ
ョ
で
、

ゴ
ニ
ョ
ゴ
ニ
ョ
と
言
い
訳
を

し
て
本
棚
へ
。

　
時
代
小
説
を
読
み
始
め
る

と
、
そ
の
背
景
を
知
り
た
く

な
る
。
双
方
の
本
の
舞
台
は

江
戸
中
期
で
、
い
わ
ゆ
る
享

保
の
改
革
か
ら
寛
政
の
改
革

に
あ
た
り
、「
剣
客
商
売
」
の

方
が
先
で
田
沼
意
次
時
代
、

「
鬼
平
犯
科
帳
」は
そ
の
次
の

松
平
定
信
時
代
と
な
る
。そ
う

す
る
と
、今
度
は「
田
沼
意
次 

汚
名
を
着
せ
ら
れ
た
改
革
者
」

（
日
経
ビ
ジ
ネ
ス
人
文
庫
）な

ん
て
本
を
、ア
マ
ゾ
ン
で
ポ

チ
っ
と
し
て
し
ま
う
の
で
す
。

　
そ
し
て
、
何
が
筋
ト
レ
か

と
い
う
と
、
こ
う
い
う
剣
術

も
の
を
読
む
と
自
分
も
刀
を

振
っ
て
み
た
く
な
る
。コ
ソ
ッ

と
摸
造
刀
を
通
販
で
入
手
し
、

右
手
に
大
刀
、
左
手
に
脇
差

を
構
え
、
そ
れ
ぞ
れ
十
振
り

ず
つ
上
下
左
右
正
逆
と
合
計

１
２
０
回
、
部
屋
で
振
り
回

す
（
蛍
光
灯
に
注
意
）。
最
近

運
動
不
足
だ
っ
た
の
で
、
一

石
二
鳥
と
い
う
わ
け
。

　
な
お
、
摸
造
刀
購
入
の
件

で
は
、
つ
い
に
家
内
の
逆
鱗

に
触
れ
、現
在
係
争
中
！
（
う

そ
で
す
）。
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最
近
、
天
体
に
興
味
津
々

の
私
た
ち
夫
婦
は
、
昨
年
10

月
13
日
、
ハ
ワ
イ
島
マ
ウ
ナ

ケ
ア
山
頂
４
２
０
０
ｍ
に
て
、

紫
金
山
・
ア
ト
ラ
ス
彗
星
を
、

金
星
、
ア
ー
ク
ト
ゥ
ル
ス
と

一
緒
に
カ
メ
ラ
に
収
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。サ
ン
セ
ッ

ト
ツ
ア
ー
に
参
加
し
、
２
８

０
０
ｍ
の
オ
ニ
ヅ
カ
・
ビ
ジ

タ
ー
セ
ン
タ
ー
で
１
時
間
ほ

ど
高
度
順
応
し
て
か
ら
、
車

で
山
頂
に
到
着
。

　
山
頂
に
は
13
基
の
各
国
の

天
文
台
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、

整
備
さ
れ
た
道
路
が
あ
る
た

鼓
動
も
目
の
当
た
り
に
す
る

旅
と
な
り
ま
し
た
。

　
帰
国
後
、
夫
は
「Seestar

」

と
い
う
ス
マ
ー
ト
望
遠
鏡
を

こ
っ
そ
り
購
入
。
毎
夜
空
を

見
上
げ
、
雲
が
な
け
れ
ば
、

は
る
か
何
百
光
年
も
彼
方
の

星
々
や
銀
河
が
放
っ
た
光
を

画
像
に
収
め
る
こ
と
が
、
我

が
家
の
新
し
い
日
課
と
な
り

ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
趣
味
を
楽
し
め

る
穏
や
か
な
日
々
に
感
謝
す

る
ば
か
り
で
す
。
各
地
で
戦

争
が
続
く
今
、
地
球
上
の
す

べ
て
の
人
々
が
、
ミ
サ
イ
ル

の
心
配
な
く
夜
空
を
眺
め
ら

れ
る
平
和
が
一
日
も
早
く
訪

れ
る
こ
と
を
、
星
に
願
わ
ず

に
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
不
足
分
を
輸
入
で
補
う
の

は
政
策
で
は
な
い
。
農
家
の

高
齢
化
と
後
継
者
不
足
は
逼

迫
し
、
収
益
性
が
な
い
農
業

を
若
者
は
継
が
な
い
（
政
治

家
の
二
世
が
多
い
の
は
利
権

や
収
益
性
が
高
い
か
ら
か
と

　
（
一
番
）

　

♬
古
古
古
古 

古
結
構

（
ケ
ッ
コ
）
／
古
古
古
古 

古

ケ
ッ
コ
／
私
は
箱
入
り
娘
の

お
米
だ
よ
／
令
和
で
一
番
の

人
気
者
／
つ
や
つ
や
磨
か
れ 

店
頭
へ
／
ご
飯
の
味
と
風
味

は
変
わ
ら
な
い
／
お
代
は

た
っ
た
の
２
千
円
／
♬

　
高
値
と
品
不
足
に
悩
む
国

民
に
は
ケ
ッ
コ
ウ
な
こ
と
。

コ
年
の
米
は
ど
う
な
る
か
が

心
配
だ
が
。

　
（
二
番
）

　

♬
今
年
は
新
米
豊
作
よ
／

農
家
が
頑
張
っ
た
結
果
だ
よ

／
肥
料
も
人
件
費
も
上
が
っ

た
の
に
／
手
取
り
は
減
っ
た

ま
ま
／
こ
れ
じ
ゃ
米
も
作
れ

ね
え
／
瑞
穂
も
消
（
ケ
）
え

失
せ
る
…
／
♬

や
が
て
棚
に
米
袋
が
積
ま
れ
、

多
く
の
人
が
列
を
な
し
た
。

こ
れ
は
国
民
の
抵
抗
の
現
れ

だ
が
、
買
え
な
い
人
の
方
が

多
か
っ
た
。
希
望
者
に
行
き

渡
る
量
で
は
な
い
の
が
問
題

だ
。
　
２
０
２
４
年
産
米
は
新
米
、

昨
年
が
古
米
、
さ
ら
に
古
古

米
、古
古
古
米
と
続
く
。「
コ
」

が
増
え
、
伝
え
る
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
も
滑
舌
が
鈍
る
。
こ
れ

が
「
生
麦
生
米
生
卵
」
以
来

の
新
種
の
早
口
言
葉
に
な
る

の
か
も
し
れ
な
い
。
コ
コ
コ

の
響
き
が
「
ミ
ネ
ソ
タ
の
卵

売
り
」
に
聞
こ
え
た
。
１
９

５
１
年
の
古
い
歌
謡
曲
だ
が
、

「
笑
点
」
で
林
家
木
久
扇
が
突

然
歌
い
出
す
曲
だ
。
そ
こ
で

替
え
歌
を
考
え
た
。

　
昨
年
の
孟
夏
と
異
常
気
象

で
米
の
収
量
や
等
級
も
下

が
っ
た
。
市
場
で
米
が
減
り
、

令
和
の
米
騒
動
と
な
っ
た
。

値
段
は
ほ
ぼ
倍
に
跳
ね
上
が

り
、
物
価
高
に
喘
ぐ
国
民
に

向
け
、
農
水
省
は
よ
う
や
く

備
蓄
米
の
放
出
に
踏
み
切
っ

た
。
入
札
で
は
古
米
を
大
手

の
卸
に
託
し
た
が
、
市
場
に

は
な
か
な
か
出
回
ら
な
い
。

ブ
レ
ン
ド
米
が
棚
に
数
袋
あ

る
程
度
。
結
局
、
銘
柄
米
の

値
段
も
下
が
ら
な
い
。

　
急
遽
交
代
し
た
小
泉
農
水

大
臣
は
備
蓄
し
て
い
た
２
０

２
２
年
以
前
の
米
、
計
８
万

ト
ン
を
随
意
契
約
で
放
出
し
、

ス
ー
パ
ー
で
５
キ
ロ
２
０
０

０
円
を
目
指
す
と
し
た
。
大

手
ス
ー
パ
ー
の
対
応
は
早
く
、

い
ぶ
か
っ
て
し
ま
う
）。
気

候
の
影
響
で
、
米
ど
こ
ろ
の

地
域
が
変
わ
っ
て
き
た
。
道

産
米
が
注
目
さ
れ
て
嬉
し
い

反
面
、
全
国
の
お
い
し
い
お

米
を
守
っ
て
食
べ
続
け
た

い
。

会
員
投
稿

安心の三大共済制度募集中！ お問い合わせ・資料請求は、共済部まで

011-231-6281

●過去5年平均の配当金は保険料

グループ保険
－ 死亡・高度障害時にお支払いする保険 －

随時申し込み受付中〈通常：申込月の3カ月後1日加入〉募集締切 9月14日まで〈12月1日加入〉

加入時のまま満期まで上がりません

保険医休業保障共済保険

●掛金が

◆１口あたりの月額掛金

－ ケガや病気による休業リスクに備える －

～29歳
2,500円

30～39歳
2,800円

40～49歳
3,000円

50～54歳
3,300円

55～59歳
3,700円

保険医年金

●予定利率1.225%を最低保証！
－ 将来に備えてコツコツ積み立て －

年度によってはさらに上乗せ配当も！

毎年収支決算を行い剰余金が生じた場合は
配当金として加入者にお支払い

⇒割安な保険料で万一に備えられます！

募集期間 9月1日～10月25日〈2026年1月1日加入〉

（2025年9月1日現在）（※土日祝日、代診をおいても給付）

（2023年度配当実績 0.064％） （配当率31％として計算）

共済制度を動画でもご紹介しています。
5分程度で見られますのでぜひ一度ご覧ください。

3.7カ月分

４２００ｍでの天体ショー
札幌支部　旭山小児歯科 石井　佳子

いしい よしこ

♫古古古古
　　古結構（ケッコウ）♫

札幌支部　札幌清田病院 後藤　義朗
ごとう よしろう

時
代
小
説
か
ら
の
筋
ト
レ

寿
都
町　

星
歯
科
医
院

星　

政
和

ほ
し

ま
さ
か
ず



高額療養費制度について
2025公開医政講演会

場　所 北海道医師会館8階会議室
（札幌市中央区大通西6丁目6）

対　象 どなたでもご参加いただけます。
参加無料　※先着100名
（会場参加が難しい方はオンラインでの参加も可能です）

日　時 10月11日（土）15:00～16:30

申　込 参加ご希望の方は事前にお申込みを
お願いします。
右記QRまたは本会ホームページから
お申込みください。

ド
イ
の
所
有
の
前
は
ア
ル
バ

公
爵
夫
人
の
も
と
に
あ
り
、

人
目
に
触
れ
ぬ
よ
う
二
枚
を

重
ね
て
《
裸
の
マ
ハ
》
を
《
着

衣
の
マ
ハ
》
の
下
に
巧
妙
に

隠
し
て
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ

る
。
所
有
者
は
と
き
お
り《
着

衣
の
マ
ハ
》
と
す
り
替
え
て
、

《
裸
の
マ
ハ
》
を
出
し
て
は
秘

か
に
鑑
賞
し
て
い
た
に
違
い

な
い
。

　
《
裸
の
マ
ハ
》
の
女
の
視
線

は
妖
し
く
、
鑑
賞
者
に
挑
発

的
な
イ
メ
ー
ジ
を
与
え
て
い

る
よ
う
に
見
え
る
。
ト
ル
コ

風
カ
ウ
チ
に
横
た
わ
る
そ
の

モ
デ
ル
は
、ヴ
ィ
ー
ナ
ス
で
も

マ
リ
ア
様
で
も
な
い
。
ゴ
ヤ

　
こ
の
《
裸
の
マ
ハ
》
の
モ

デ
ル
が
誰
で
あ
っ
た
か
は
、

謎
で
あ
る
。
一
説
に
は
宰
相

ゴ
ド
イ
の
情
婦
ペ
ピ
ー
タ
で

あ
る
と
さ
れ
、
ま
た
別
の
説

で
は
、
ゴ
ヤ
が
熱
烈
な
愛
情

を
抱
い
て
い
た
ス
ペ
イ
ン
第

一
等
の
家
柄
で
あ
る
第
13
代

ア
ル
バ
公
爵
夫
人
で
は
な
い

か
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
《
裸
の
マ
ハ
》
と
対
を
な
す

《
着
衣
の
マ
ハ
》は
、同
じ
ポ
ー

ズ
、
同
じ
寸
法
で
描
か
れ
た

ご
く
普
通
の
横
臥
像
で
あ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
絵
は
独
立
し
た

作
品
で
あ
り
な
が
ら
、
意
図

は
明
確
で
《
着
衣
の
マ
ハ
》

は
《
裸
の
マ
ハ
》
が
な
け
れ

ば
ま
っ
た
く
意
味
を
な
さ
な

い
。
　
神
話
画
や
宗
教
画
以
外
の

裸
の
絵
、
す
な
わ
ち
「
淫
ら

な
絵
」
を
描
い
た
り
、
家
に

飾
っ
た
り
す
る
こ
と
は
、
当

時
の
異
端
審
問
所
の
逆
鱗
に

触
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
、
破

門
・
罰
金
・
流
刑
と
い
っ
た

重
い
処
罰
の
対
象
で
あ
っ
た
。

こ
の
２
枚
の
絵
は
、
宰
相
ゴ

　
ゴ
ヤ
（
１
７
４
６
‐
１
８

２
８
）の
裸
体
画
の
傑
作《
裸

の
マ
ハ
》
は
ス
ペ
イ
ン
・
マ

ド
リ
ー
ド
の
プ
ラ
ド
美
術
館

に
あ
る
。
ス
ペ
イ
ン
の
画
家

に
よ
る
裸
体
画
は
珍
し
く
、

他
に
は
ベ
ラ
ス
ケ
ス
の
《
鏡

を
見
る
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
》
が
一

点
あ
る
ぐ
ら
い
で
あ
る
。

は
、
あ
ま
た
あ
る
個
性
的
な

裸
婦
を
描
い
た
の
で
は
な
い
。

《
裸
の
マ
ハ
》
は
ま
さ
し
く
エ

ロ
テ
ィ
ッ
ク
な
裸
婦
で
あ
る
。

ア
ン
ド
レ・マ
ル
ロ
ー
の
「
ゴ

ヤ
論
」
の
中
の
言
葉
を
借
り

る
な
ら
「
裸
像
の
エ
ロ
チ
ザ

シ
オ
ン
（
エ
ロ
ス
化
）」
で
あ

る
。
ゴ
ヤ
に
と
っ
て
、
女
と

は
未
知
な
る
も
の
、
潜
在
的

魔
女
で
あ
っ
た
。

　
ゴ
ヤ
は
裸
と
着
衣
の
二
つ

の
マ
ハ
を
描
く
こ
と
に
よ
っ

て
、
造
形
的
な
解
決
を
試
み

た
と
さ
れ
る
。古
代
ギ
リ
シ
ャ

に
お
け
る
理
想
化
さ
れ
た
女

性
像
は
、
一
方
は
裸
体
で
あ

り
、
他
方
は
衣
装
の
襞
の
流

　
ラ
イ
ラ
ッ
ク
の
花
が
そ
ろ

そ
ろ
散
り
は
じ
め
た
、
６
月

初
旬
の
爽
や
か
な
風
の
吹
く

中
、
札
幌
で
大
学
時
代
の
札

幌
に
居
を
構
え
る
同
期
６
名

に
よ
る
同
期
会
が
開
か
れ
ま

し
た
。

　
数
カ
月
前
に
秋
田
か
ら
札

幌
へ
移
住
し
て
き
た
Ｋ
君
の

歓
迎
会
も
兼
ね
て
の
会
で
し

た
。
　
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
て
、

約
５
年
ぶ
り
の
対
面
で
の
会

合
は
、
久
々
に
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。
卒
業
し
て
か
ら
50

年
が
過
ぎ
、
皆
す
で
に
後
期

高
齢
者
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
と
な
っ
て
は
、
50
年
の
月

日
は
あ
っ
と
い
う
間
の
夢
の

よ
う
に
も
思
え
ま
す
が
、
皆

そ
れ
ぞ
れ
の
人
生
を
歩
ん
で

い
ま
し
た
。

　
リ
タ
イ
ア
し
た
仲
間
、
今

も
頑
張
っ
て
仕
事
を
続
け
て

い
る
仲
間
、
勇
気
あ
る
移
住

を
決
断
し
た
仲
間
、
白
髪
が

増
え
た
り
、
髪
が
薄
く
な
っ

た
り
、
杖
を
つ
く
よ
う
に

な
っ
た
仲
間
も
い
ま
し
た

が
、
語
る
声
は
昔
と
変
わ
り

ま
せ
ん
。

　

厳
し
い
冬
を
超
え
た
木
々

の
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人

生
を
歩
ん
で
き
た
仲
間
た
ち

が
一
堂
に
会
し
、
笑
い
あ
え

る
奇
跡
に
近
い
出
会
い
に
、

感
謝
の
気
持
ち
が
込
み
上
げ

て
き
ま
し
た
。

　
学
生
時
代
の
夢
や
希
望
、

失
敗
談
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

思
い
出
が
走
馬
灯
の
よ
う
に

駆
け
巡
り
、
一
瞬
、
青
春
が

よ
み
が
え
っ
た
よ
う
な
楽
し

い
ひ
と
と
き
で
し
た
。

　
ス
ス
キ
ノ
の
夜
も
更
け
て
、

「
ま
た
そ
の
う
ち
元
気
で
あ
い

ま
し
ょ
う
」
と
の
音
頭
で
散

会
と
な
り
ま
し
た
。
札
幌
へ

移
住
し
た
Ｋ
君
に
は
、
札
幌

の
地
に
早
く
慣
れ
る
よ
う
願

い
つ
つ
…
。

　
丙
午
（
ひ
の
え
う
ま
）
と

い
う
年
を
ご
存
じ
だ
ろ
う
か
。

「
子
・
丑
・
寅
…
」
の
十
二
支

と
「
甲
・
乙
・
丙
…
」
で
始

ま
る
十
干
（
じ
っ
か
ん
）
を

組
み
合
わ
せ
た
干
支
（
え
と
）

の
う
ち
「
丙
（
ひ
の
え
）」
と

「
午
（
う
ま
）」
が
重
な
る
年

の
こ
と
で
60
年
に
一
度
巡
っ

て
く
る
。

　

そ
の
丙
午
の
年
が
来
年
に

迫
っ
て
い
る
の
だ
が
、
還
暦

を
目
の
前
に
し
て
い
る
小
生

は
、
ま
さ
に
59
年
前
の
丙
午

の
年
に
生
ま
れ
て
い
る
。
丙

午
が
特
別
な
年
と
し
て
取
り

沙
汰
さ
れ
る
理
由
に
出
生
数

の
低
さ
が
あ
る
。
諸
説
あ
る

が
「
丙
午
う
ま
れ
の
女
性
は

気
性
が
荒
い
」「
夫
を
食
い
殺

す
」
な
ど
、
い
ず
れ
も
科
学

的
根
拠
に
乏
し
い
女
性
に
ま

つ
わ
る
語
り
伝
え
が
あ
る
の

だ
が
、
迷
信
と
い
っ
て
笑
い

飛
ば
す
こ
と
な
か
れ
。
実
は

こ
の
迷
信
に
よ
っ
て
小
生
が

生
ま
れ
た
１
９
６
６
年
は
、

高
度
経
済
成
長
期
の
人
口
爆

発
の
時
期
に
も
か
か
わ
ら
ず

生
み
控
え
が
横
行
し
、
人
口

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
を
見
て
も
分
か

る
よ
う
に
、
１
９
６
６
年
だ

け
不
自
然
に
凹
（
へ
こ
）
ん

で
い
る
の
で
あ
る
。

　
思
い
返
せ
ば
、
小
学
校
の

頃
、
他
の
学
年
と
比
べ
て
一

ク
ラ
ス
当
た
り
の
児
童
数
は

確
か
に
少
な
く
、
全
校
集
会

で
ク
ラ
ス
ご
と
に
縦
に
並
ん

だ
時
も
自
分
の
学
年
だ
け
列

が
短
か
っ
た
。
運
動
会
の
綱

引
き
も
綱
の
端
々
が
長
く

余
っ
て
い
た
記
憶
が
あ
る
。

　
こ
の
少
子
化
の
時
代
に
迎

え
る
丙
午
の
年
は
一
体
ど
う

な
る
の
だ
ろ
う
か
。
出
生
前

の
性
別
判
断
は
、
早
け
れ
ば

12
週
あ
た
り
で
可
能
と
い
わ

れ
て
お
り
「
女
の
子
だ
か
ら
」

と
い
う
理
由
で
「
生
み
控
え
」

と
い
う
暴
挙
を
冒
す
人
は
、

こ
の
令
和
の
時
代
に
い
な
い

と
思
い
た
い
が
、
出
生
前
か

ら
迷
信
に
基
づ
く
新
た
な
男

女
差
別
が
生
じ
な
い
か
と
危

惧
し
て
い
る
の
は
小
生
だ
け

だ
ろ
う
か
。

　
ふ
り
返
れ
ば
、
京
都
の
下

町
の
お
茶
屋
の
長
男
と
し
て

生
ま
れ
た
小
生
も
、
母
親
が

私
を
身
籠
っ
た
際
に
、
迷
信

深
い
地
域
性
ゆ
え
に
「
女
の

子
や
っ
た
ら
大
変
や
で
」
と

お
客
の
心
無
い
声
に
さ
ら
さ

れ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ

れ
で
も
自
分
を
健
康
に
生
ん

で
く
れ
た
両
親
に
は
、
言
葉

で
は
言
い
尽
く
せ
な
い
ほ
ど

の
感
謝
の
気
持
ち
が
あ
り「
生

ん
で
く
れ
て
あ
り
が
と
う
」

と
、
来
年
の
丙
午
の
年
を
迎

え
る
に
あ
た
っ
て
、
そ
の
思

い
は
日
増
し
に
強
く
な
っ
て

い
る
。

れ
る
美
し
さ
に
あ
っ
た
。
理

想
化
が
進
む
ほ
ど
、
対
象
は

崇
高
な
も
の
と
な
り
、
聖
処

女
か
ら
女
神
へ
と
昇
華
し
て

い
く
が
、
同
時
に
現
実
の
人

間
像
か
ら
は
遠
ざ
か
っ
て
ゆ

く
。
　
ゴ
ヤ
の
冴
え
た
筆
は
、
そ

う
し
た
形
式
的
・
崇
高
な
美

を
求
め
ず
、
生
き
た
人
間
の

あ
る
が
ま
ま
の
欲
情
の
世

界
、
す
な
わ
ち
、
一
人
の
自

由
奔
放
で
魅
惑
的
な
、
粋
な

女
の
姿
を
描
い
た
。
豊
か
な

黒
髪
、
顔
の
表
情
、
胸
か
ら

腰
へ
の
柔
ら
か
く
優
し
い
肉

体
の
線
、
そ
し
て
女
の
大
き

な
瞳
を
。
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会
員
投
稿

ゴヤの《裸のマハ、
　　　　　着衣のマハ》

札幌支部　北愛歯科クリニック 大倉　秀顕
おおくら ひであき

小
同
期
会

札
幌
支
部　

桜
田
歯
科
医
院

桜
田　

元
樹

さ
く
ら
だ

も
と
き

ひ
の
え
う
ま

札
幌
支
部　

勤
医
協
中
央
病
院

林　

浩
三

は
や
し

こ
う
ぞ
う

音楽の力でより良く心身を支えたい
～音楽療法を通じて思うこと～

■日　時：10月4日（土）16:30～18:00
■場　所：ホテルポールスター札幌
　　　　（札幌市中央区北4条西6丁目2番地）
■対　象：どなたでもご参加いただけます。
　　　　参加無料 ※先着30名
■申　込：参加ご希望の方は事前にお申込みを
　　　　お願いします。
　　　　右記QRまたは本会ホームページから
　　　　お申込みください。

女性部会　市民公開セミナー

講師：下出　理恵子　氏

札幌大谷大学非常
勤講師、医療法人
しもでメンタルクリ
ニック付属精神科 
デイケアセンター
専属音楽療法士

日本福祉大学
相談役・大学院
特別任用教授

講師：二木　立　氏
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積丹ブルーの岩場

　入舸からカヤックを出廷し、積丹岬経由で島武意海岸へ抜けるルートは、美しい積丹
ブルーに抱かれながら、まさに天国のような景観を楽しむことができます。

鈴木　郷札幌支部　ごう内科クリニック
すずき ごう

地球岬

　噴火湾を望む切り立った崖には、電光石火の隼（ハヤブサ Falcon Peregrinus）が営巣している。
菱川　法之札幌支部　ひしかわ内科クリニック
ひしかわ のりゆき

永山峠より

　前日、霧で何も見えなかった屈斜路湖、摩周湖でしたが、翌日、阿寒湖への移動の途中の
峠から見えたのは、雄阿寒岳でした。双岳台という名称から、右に雄阿寒、左に雌阿寒が
見える場所でしたが、雌阿寒岳は、霞んでいました。

溝口　千秋千歳市　みぞぐち歯科クリニック
みぞぐち せんしゅう

さかさパラソル

　いつもの石垣島のリゾート。朝方のプールサイドでは、まだ皆様ゆっくりとお休み中。澄んだ
青空に風もなく、これから楽しい一日が始まります。パラソルも、まだお休み中。

大和田　三朗帯広・十勝支部　ウエストデンタルクリニック
おおわだ さぶろう

北川村「モネの庭」

　高知県北川村にある「モネの庭」です。フランス・ジヴェルニーの本家との交流、
指導のもと作られた庭で、世界でここだけがモネの庭と名乗るのを認められて
います。訪れた時は赤い睡蓮、青いアイリスがモネの絵のように咲いていて見事で
した。

渡邊　岳彰札幌支部　パストラルデンタルクリニック
わたなべ たけあき

目と目で通じ合うトラフズクの幼鳥

　トラフズクは猛禽類の一種で、東南アジアで越冬し、暖かくなると日本にも
やってくる夏鳥で、周年生息する留鳥とも書かれていました。エゾフクロウや
アオバズクに比べると、なかなか会えない種類かと思います。生まれてそれほど
経っていない幼鳥は何にでも好奇心旺盛で、昨年の夏、見て撮影出来る機会
を得たことはこの上ない幸せです。

加藤　清志苫小牧支部　大町歯科加藤医院
かとう きよし

歳を重ねて変化する私

　34歳で開業し、当時は夜8時まで診療しておりました。頭は仕事で満杯のため、
借家クリニックには花壇がありましたが雑草を抜くだけ。見かねた両親が花を
植え、水やりは隣に住む患者さんがしてくれました。花より団子と考えていた私
も54歳となり、今では春に植えたプランターの花が咲き、樹々が生長するのを
毎朝、妻と一緒に手入れするのが喜びです。患者さんがお花を褒めてくれるのも
嬉しいものです。歳を重ねることで人は変わるもんだなぁと、自分の変化に驚いて
います。

木村　喜芳深川市　木村きよし歯科
きむら きよし

Photo Studio
会員投稿

会員のみなさまから募集した写真を紹介いたします。




